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生
産
者
、く
み
あ
い
飼
料
、 

ク
リ
ニ
ッ
ク
担
当
者
の
連
携

こ
の
農
場
で
は
母
牛
を
増
頭
し
て
い

た
平
成
19
年
か
ら
20
年
に
か
け
て
子
牛
の

死
亡
事
故
が
多
発
し
、
年
間
事
故
率
は
20

％
強
に
ま
で
達
し
た
（
図
１
）。
事
故
が

発
生
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
母
牛
や
子
牛
に

か
か
っ
た
費
用
が
す
べ
て
水
の
泡
と
な

り
、経
営
的
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
る
。

そ
こ
で
く
み
あ
い
飼
料
の
紹
介
の
も

と
、
平
成
20
年
に
Ｊ
Ａ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
導

入
。
く
み
あ
い
飼
料
担
当
者
と
ク
リ
ニ
ッ

ク
担
当
獣
医
師
が
定
期
的
に
農
場
を
訪
問

し
、検
討
を
重
ね
次
の
対
策
を
断
行
し
た
。

事
故
率
低
減
対
策 

カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
の
活
用

生
後
10
〜
90
日
齢
ま
で
の
自
動
哺
乳

機
に
よ
る
哺
乳
期
間
中
に
肺
炎
が
多
発
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
３
〜
５
日
齢
で
の
母

子
分
離
後
、
２
ヵ
月
齢
ま
で
カ
ー
フ
ハ
ッ

チ
に
よ
る
単
飼
期
間
を
設
け
た
。つ
ま
り
、

生
後
間
も
な
い
最
も
弱
い
時
期
を
１
頭
ず

つ
管
理
す
る
こ
と
で
、
子
牛
の
ス
ト
レ
ス

低
減
と
病
気
の
伝
播
防
止
を
図
っ
た
。

検
査
に
よ
る
肺
炎
発
生
状
況
の
把
握

ク
リ
ニ
ッ
ク
検
査
を
実
施
し
、
肺
炎
の

原
因
や
感
染
時
期
を
調
べ
た
。
結
果
、
血

液
検
査
よ
り
＊
牛
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
２
〜
３
ヵ
月
齢
で
抗
体
価
が
上
昇（
図

２
）、
２
ヵ
月
齢
以
前
に
感
染
が
広
が
り

始
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
＊
牛
伝
染
性

鼻
気
管
炎
ウ
イ
ル
ス
は
２
ヵ
月
齢
で
移
行

抗
体
の
な
い
子
牛
が
お
り
、
感
染
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た

（
図
３
）。
鼻
汁
検
査
で
は
マ
ン
ヘ
ミ
ア
と

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・
ボ
ビ
ス
が
肺
炎
症
状

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し

事
故
多
発
時
は
呼
吸
器
病
ウ
イ
ル
ス

５
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
３
ヵ
月
齢
時
に
１

回
接
種
し
て
い
た
が
、
感
染
の
危
険
性
が

あ
る
１
ヵ
月
齢
時
に
１
回
目
を
、
３
ヵ
月

齢
時
に
２
回
目
を
接
種
す
る
よ
う
に
変
更

し
た
。
鼻
汁
か
ら
マ
ン
ヘ
ミ
ア
が
分
離
さ

れ
た
た
め
、
40
〜
50
日
齢
時
の
マ
ン
ヘ
ミ

ア
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
追
加
。
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
前
後
の
約
２
週
間
は
移
動
を
禁

止
す
る
な
ど
、
子
牛
に
か
か
る
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
し
、
ワ
ク
チ
ン
効
果
が
十
分
得
ら

れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ・

ボ
ビ
ス
に
は
、
治
療
用
の
抗
生
物
質
と
し

て
有
効
な
薬
剤
を
選
定
し
た
。

今
後
期
待
さ
れ
る 

一
貫
肥
育
牛
の
枝
肉
成
績
向
上

対
策
実
施
後
は
事
故
率
・
治
療
頭
数
と

も
大
き
く
減
少
（
図
１
、
４
）。
昨
年
12

月
以
降
に
生
ま
れ
た
子
牛
は
１
頭
も
死
亡

し
て
い
な
い
。
肺
炎
の
発
生
が
落
ち
着
い

た
こ
と
で
治
療
回
数
の
減
少
、
単
飼
期
間

の
短
縮
、
衛
生
費
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

今
後
は
順
調
に
成
長
し
た
育
成
牛
が
肥
育

牛
と
な
り
出
荷
さ
れ
る
こ
と
で
、
枝
肉
成

績
の
改
善
も
期
待
で
き
る
。

和
牛
繁
殖
・
肥
育一貫
農
家
（
以
下
和
牛一貫
農
家
）
の
経
営
安
定
に
お
い
て
、
子

牛
の
事
故
率
低
減
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
は
Ｊ
Ａ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
導
入
し
、

事
故
率
の
大
幅
な
低
減
を
実
現
し
た
生
産
者
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

Ｊ
Ａ
ク
リ
ニッ
ク
を
活
用
し
た

和
牛
繁
殖・肥
育一貫
農
家
の

事
故
率
低
減
の
取
り
組
み

＊裏表紙に用語解説

肉 牛
1

DATA事業規模
所 在 地：東北地方
飼養頭数：黒毛和種繁殖牛60頭
従業員数：4名



子牛の事故率低減のための工夫

農場における事故率の推移
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カーフハッチと自動哺乳機の併用 活力ある牛に育てるため、個体の観察を徹底
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図4：対策前と対策後の治療頭数の推移（回／頭）
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図1：事故率の推移（死亡頭数／年間生産頭数） 図2：牛RSウイルス感染症の抗体価の推移

図3：牛伝染性鼻気管炎の抗体価の推移
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ワクチン接種前に抗体
価が上昇しているのは
感染の証拠。感染前に
ワクチンを接種する必
要がある

移行抗体が消失し、い
つ感染してもおかしく
ない


